
2019 年度　第15回

プロモーショナル・マーケター認証資格試験
直前受験対策講座（東京地区）

実施要項

一般社団法人　日本プロモーショナル・マーケティング協会
プロモーショナル・マーケター認証資格委員会　試験事務局

〒104-0041　東京都中央区新富1-16-8　nintei@jpm-inc.jp
TEL(03)3523-2505（代）　FAX(03)3523-2508

〔 公式テキストが改訂になりました。本年度から「新テキスト」準拠となります 〕



1. 受験資格
販売促進に関心のある方であれば、年齢、資格、経験は問いません。

2. 試験科目
〔基礎知識試験科目〕

①プロモーショナル・マーケティングの概論に関する基礎知識
（PM の全体像、関連法規、PM の計画手順、プロモーション成果、

インストアマーケティング、およびトレード・リレーションズを中心に）
②プロモーションの手法に関する基礎知識

（体験プロモーション手法、プレミアムプロモーション手法、
プライスプロモーション手法、制度プロモーション手法）

③プロモーションのツール＆メディアに関する基礎知識
（プロモーション印刷物、ネット系プロモーション・ツール、購買時点ツール、

プロモーション・イベント、プロモーション・メディア、インターネット広告）
〔計画立案実技試験科目〕

①マーケティングレポートに基づく市場環境分析と戦略策定
②戦術計画（テーマ〜施策まで）の立案

●上記の出題と採点は、すべて
プロモーショナル・マーケター認証資格試験 公式テキスト

『プロモーショナル・マーケティング ベーシック』
編集：日本プロモーショナル・マーケティング協会、発行：宣伝会議
2,700 円（＋税）に準拠して行われます。

●合否の判定は、上記基礎知識 3 科目と計画立案実技試験 2 科目
がすべて合格偏差値ラインに達することを条件にしています。

3. 試験日
2019 年 10 月 20 日（日）　9:30 ～ 15:00

※試験時間に遅刻した場合は、理由のいかんに関わらず受験で
きません。
＜午前の部：基礎知識試験　　　120 分＞
＜午後の部：計画立案実技試験　120 分＞
※受験票が 10 月 15 日（祝・火）までに届かない場合は、事務局
までお問い合わせください。

4. 試験会場（希望の受験会場をお選びいただきます）
●東京地区 : 青山学院大学 青山キャンパス  2 号館

　　　　　〒 150-8366　東京都渋谷区渋谷 4-4-25
〔交通〕JR 山手線、JR 埼京線、東急線、京王井の頭線、

東京メトロ副都心線　他「渋谷駅」より徒歩約 10 分
東京メトロ（銀座線・千代田線・半蔵門線）「表参道駅」より
徒歩約 5 分

●大阪地区 : 大阪情報専門学校
　　　　　〒 537-0022　大阪府大阪市東成区中本 1-5-21

〔交通〕地下鉄中央線・今里筋線「緑橋駅」より徒歩約 2 分
JR 環状線、地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮駅」より
徒歩約 8 分

●名古屋地区 : 秀英予備校　名古屋校
　　　　　〒 464-0075　愛知県名古屋市千種区内山 3-23-12

〔交通〕JR 中央本線、地下鉄東山線「千種駅 」3 番出口より
徒歩約 1 分
地下鉄桜通線「車道駅」3 番出口より徒歩 7 分

5. 受験申請方法
①日本プロモーショナル・マーケティング協会のサイト

www.jpm-inc.jp にアクセス、認証資格試験のページから、
試験概要、実施要項の内容を確認してください。

②受験専用サイトより、受験申請 ID 登録を行い、必要事項を入力
してください。
受験専用サイト：www.pm-ninsho.jp
　　　　　　　（スマートフォン等からも利用できます）
※ 2019 年 7 月 18 日以前は試験・講座の申込はできません。

③申請受付メール（自動配信）を確認し、10 日以内を目安に受験
料の振り込みをお願いいたします。
※事務局にて入金確認を完了するまでは、受験申請は確定いたし
ません。必ず、上記サイトの「個人ページ」にて、ご自身の申請
状況をご確認ください。
企業受験（受験料・受講料は会社負担）の場合と個人受験の場
合では、振込手続きが異なります。（P.4「補足 -1」参照）
必ず、ご自身の会社の企業受験ご担当者に確認の上、手続きを
進めてください。
※企業受験の場合でも、申請は受験者ご本人に行っていただきます。

6. 受験料
32,400 円【受験料 30,000 円 ＋ 消費税（8％）2,400 円】

※消費税率が 10％に引き上げとなった場合は、税込 33,000 円となります。
〔振込先〕

三菱 UFJ 銀行　新富町支店　普通　１０４４３７５
シヤ）ニホンプロモーショナル・マーケティングキョウカイ
振込手数料は各自でご負担ください。
※受験申込締切日（2019 年 9 月 20 日）以降は、受験料の返却
はいたしませんのでご注意ください。

7. 資格登録、他
①プロモーショナル・マーケター認証資格試験合格者に、認証登録

証を交付いたします。（5 年間有効。5 年ごとの更新）
　更新手数料：5,400 円【更新料 5,000 円 ＋ 消費税（8％）400 円】
　※消費税率が 10％に引き上げとなった場合は、税込 5,500 円となります。
②「プロモーショナル・マーケターズ・フォーラム」に入会できます。

（合格者全員）
③日本プロモーショナル・マーケティング学会に入会できます。

（希望者のみ、年会費 3,000 円）

8. 申込み期間
2019 年 7 月 19 日（金）～ 2019 年 9 月 20 日（金）

※締切日以降の申請はできませんので、十分ご注意の上、お早
目のお申込みをお願いいたします。

9. 合格発表
2019 年 12 月下旬に、www.pm-ninsho.jp の 個 人ページを
通じて、合否をお知らせするとともに、協会サイト www.jpm-
inc.jp 上でも合格者の受験番号を発表する予定です。
※認証登録証の交付は、2020 年 1 月下旬になります。
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10. 受験上の注意
①受験票は必ず写真を貼付して持参してください。

（縦 40 ミリ×横 30 ミリ、カラー、無背景、無帽、正面、申請時
より 3 か月以内の撮影）
※顔写真の貼付がない場合、受験をお断りする場合がございます。

②午前中の「基礎知識」試験はマークシート方式、午後の「計画立
案」試験も光学読取方式となります。筆記用具は鉛筆またはシャー
プペン（HB/ 黒）、プラスチック製消しゴムを使用してください。

③試験中は筆記用具以外のもの（例えばテキスト、参考書）の使用
を禁じます。

④試験時間に遅刻した場合は、理由のいかんに関わらず受験でき
ません。

⑤試験中は試験監督者の指示に従ってください。
⑥試験会場では携帯電話の使用を禁止します。また、試験中は携

帯電話を時計代わりに使うことも禁じます。

11. 受験・合格の取り消し
①受験に関わる申請内容に虚偽があったときは、受験を停止します。
②試験当日に不正行為が判明したときは、受験を停止します。また、

試験終了後に不正行為が判明したときは、不合格とします。
③試験に合格した者であって、後日不正行為が判明したときは、合

格を取り消します。
④上記に該当した者がすでに納入した受験料は、理由のいかんを問

わず返却いたしません。

12. その他の留意事項
①受験会場への問い合わせはご遠慮ください。お問い合わせは当

協会までお願いいたします。
②試験会場に駐車場はございません。公共交通機関をご利用くだ

さい。
③昼食は各自でご用意ください。
④大阪会場は構内全面禁煙となっております。
⑤試験会場には、ご自身で寒暖を調整できる衣類をご持参ください。
⑥その他、試験に関するご連絡は www.pm-ninsho.jp の個人

ページ、またはメールを通じて行います。ご住所やメールアドレス
等、申請後に変更になった場合は、必ずプロフィール情報を修正
してください。
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▲ 受験票（見本）

写真貼付欄



試験に関するお問い合わせは

1. 開催日
① 9月18日（水）	 9:30 ～17:00
② 9月 25日（水）	 9:30 ～17:00
③ 10月 6日（日）	 9:30 ～17:00
④ 10月12日（土）	9:30 ～17:00

東京地区の直前受験対策講座は、9 ～ 10 月に 4 回開催します。
すべて同じ内容ですので、申請サイト www.pm-ninsho.jp
にて空席状況をご確認の上、希望の日程をお申込みください。予
約の変更も同サイトから行えます（期限があります）。
※後半の日程は混み合いますので、前半での受講をお勧めします。
※受講票は発行いたしません。受講申請時に自動返信されるメー
ルをしっかりと確認の上ご来場ください。

2. 受講会場
日本印刷会館 2F　大会議室

〒 104-0041　東京都中央区新富 1-16-8
〔交通〕東京メトロ有楽町線　「新富町駅」より徒歩約 4 分

東京メトロ日比谷線・JR 京葉線「八丁堀駅」より徒歩約 7 分
東京メトロ日比谷線「築地駅」より徒歩約 8 分
都営地下鉄浅草線「宝町駅」より徒歩約 7 分

3. 受講申請方法（受験申請と同時に行えます）
①日本プロモーショナル・マーケティング協会のサイト

www.jpm-inc.jp にアクセス、認証資格試験のページから、
試験概要、実施要項の内容を確認してください。

②受験専用サイトより、受験申請 ID 登録を行い、必要事項を入力
してください。
受験専用サイト：www.pm-ninsho.jp
　　　　　　　（スマートフォン等からも利用できます）
※ 2019 年 7 月 18 日以前は試験・講座の申込はできません。

③受験申請の後、直前受験対策講座の受講申請に進みます。空席
状況をご確認の上、希望の日程をお申込みください。

④申請受付メール（自動配信）を確認し、10 日以内を目安に受講
料の振り込みをお願いいたします。
※事務局にて入金確認を完了するまでは、受講申請は確定いたし
ません。必ず、上記サイトの「個人ページ」にて、ご自身の申請
状況をご確認ください。
企業受験（受験料・受講料は会社負担）の場合と個人受験の場
合では、振込手続きが異なります。（P.4「補足 -1」参照）
必ず、ご自身の会社の企業受験ご担当者に確認の上、手続きを
進めてください。
※企業受験の場合でも、申請は受験者ご本人に行っていただきます。

4. 受講料
16,200 円【受験料 15,000 円 ＋ 消費税（8％）1,200 円】

※消費税率が 10％に引き上げとなった場合は、税込 16,500 円となります。
公式テキスト「プロモーショナル・マーケティング ベーシック」／
宣伝会議刊 2,700 円（＋消費税）は、受講料に含みません。別途
お買い求めください。

〔振込先〕
三菱 UFJ 銀行　新富町支店　普通　１０４４３７５
シヤ）ニホンプロモーショナル・マーケティングキョウカイ
振込手数料は各自でご負担ください。
※直前講座の受講申込締切日（2019 年 8 月 23 日）以降は、受
講料の返却はいたしませんのでご注意ください。

5. 受講内容
（午前）

①試験の構成
②プロモーション手法に関する基礎知識
③プロモーション・ツール＆メディアの制作」に関する基礎知識

（午後）
①プロモーショナル・マーケティングの概論
②「市場環境分析」と「戦略策定」への取り組み方
③「戦術計画（実行計画）実技課題」への取り組み方（模擬試験）

6. 申込み期間
2019 年 7 月 19 日（金）～ 2019 年 8 月 23 日（金）

※締切日以降の申請はできませんので、十分ご注意の上、お早
目のお申込みをお願いいたします。
業務都合等、やむを得ない事情による受講日の変更はお申込み
締切日以降でも、申請サイト www.pm-ninsho.jp にて予約
の変更が行えます（期限があります）。空席状況をご確認の上、
希望の日程をお申込みください。

7. その他の留意事項
①受講会場への問い合わせはご遠慮ください。

問い合わせは当協会までご連絡ください。
②駐車場はございません。電車・バスをご利用ください。
③昼食は各自でご用意ください。

一般社団法人　日本プロモーショナル・マーケティング協会
〒104-0041　東京都中央区新富1-16-8　nintei@jpm-inc.jp

TEL(03)3523-2505（代）　FAX(03)3523-2508
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企業受験（受験／受講料が会社負担で、全員分一括でのお支払い）を予定されている企業の皆さまは、
以下の要領でお手続きをお願いいたします。

【ご注意】
受験／受講料が会社負担の場合でも、一旦、受験者個人が支払い、後日会社に請求するような場合には
「個人受験」の扱いとなります。

■企業受験／受講に際して、ご連絡いただく項目
　【フォームからご入力いただく項目】
　　①貴社名
　　（申込み責任者の方の）　②部署名　③氏名　④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号　⑦メールアドレス
　　⑧試験受験人数　⑨直前講座受講人数　⑩公式テキスト必要部数  （←これらの数に基づき、請求書を発行いたします）

　【後日、ご連絡いただく項目（暗号化したリストをメール添付でお送りください） 】
　　●受験／受講者リスト（←このリストに基づき、受験／受講者個人の申請進捗状況を把握し、申込み責任者の方にご連絡いたします）

（補足 -1）企業受験／受講を予定される企業の皆さまへ
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申込み責任者の方

受験者の方

JPM試験事務局

www.pm-ninsho.jp

専用フォームに
下記項目（※）を入力

「企業受験コード」を発行

受験／受講料の請求書を発行

受験／受講料のご入金

受験／受講料の入金確認

申請手続完了

「企業受験コード」を受領

「企業受験コード」を
受験者の方に連絡

【受験／受講 web申請】
フォームに「企業受験コード」を入力

既に企業受験コードをお持ちの
企業様は同じコードが利用でき
ます。受験・受講者の人数、及び
変更項目のみお知らせください。

専用フォームは、このページの
下部からリンクしています。

●JPM会員企業の方
受験者の方がフォームに
もれなく入力した時点で、
（ご入金確認を待たずに）
申請が完了いたします。

●JPM会員以外の企業の方
受験／受講料の全員分の
ご入金が確認された時点、
かつ、受験者の方がフォー
ムにもれなく入力した時点
で、申請が完了いたします。
申し込み締切日間際の
ご入金の場合、特にご注意
ください。

【試験エントリーの流れ】 【受験／受講料の流れ】

企業受験／受講 専用フォーム
企業受験

専用フォームへの
リンク

https://forms.gle/BCmiQztmS4Q9Cmr28


環境変化への対応
インターネット利用者数、人口普及率は、すでに「右肩上がり」という
時期が過ぎ、ネットワーク環境は「あって当たり前」の時代を迎えてい
ます。
そして、スマートフォン・タブレットなどのモバイルデバイスや、SNS
の普及・進展によって生み出された、「いつでも・どこでも・誰とでも」
繋がれる環境は、生活者の購買行動をも大きく変えつつあります。
人を動かす、成果を出すプロモーションを狙うのであれば、「ネットで
調べてお店へ」という従来のモデルだけでは語れない、「ネット」も「リ
アル」も融合させた、新しい販促シナリオを開発していかなければな
りません。

（補足 -2）公式テキストの主な改訂ポイント
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インターネット利用者数と人口普及率

※平成 28年度通信利用動向調査（総務省）より

インターネットの端末別利用状況

公式テキストの主な改訂ポイント（これらの変化に適応していくために…）

■顧客づくりの今日的機能として「プロモーショナル・マーケティング
　の定義」を見直しました。
「いつでも繋がる」環境においては、購買に至るまでのターゲットとの
接点をいかに優位に構築できるかが、ブランドの競争力を大きく左右
するカギとなります。そこで、「プロモーショナル・マーケティング」を
認知や体験も視野に、最終的な購買へと導く「購買促進の総合的な機
能」として再定義しました。

（新しい定義）
プロモーショナル・マーケティングとは、ブランドの顧客開拓と維持の
ために、特定化された市場における、生活者の購買行動を促進する
活動である。また、その実現に向けた販売関与者への販売動機づけ
活動である。
＊販売関与者とは企業、小売業、卸売業およびそれらの担当者を指します。

■実践的な企画立案支援として、JPM オリジナルの購買行動プロセスモデルを開発。
複雑化する生活者の購買行動プロセスに着目し、これを実務的な使い勝手の観点から、あえて「認識～体験～購買」
という3つのフェーズに集約、さらに、どのフェーズでも自発的な「検索・共有・拡散」行動が期待されることを
組みこんだ購買行動モデルとしました。これにより、プロモーションの課題がどのように解決されていくか、ターゲッ
トを最終的な購買へと誘導する施策の流れになっているか…が、より鮮明となります。

■ターゲットの生活にブランドを取り入れてもらう「コトおこし」を重視します。
購買にいたるまでの複雑に変化するターゲットの意識の中にブランドを印象付けるには、他社にはないブランドの
際立った有用性や魅力をアピールすることが重要です。そして、その価値に共鳴してもらい、自らの生活にブラン
ドを取り入れてもらうために、「価値の活かし方」を提案すること。それが「コトおこし」です。

■日々変化するプロモーションの「手法」と「ツール＆メディア」を再整理しました。
プロモーションの手法やツール＆メディアが多様化する中、購買を約束するのは、「ターゲットへの購買動機づけ」
と「接点づくりの力」に優れたプロモーションです。実務での施策づくりの中で、これらをうまく使いこなすことが
できるように、新たな分類のもとに種類と展開バリエーションを見直し、その特性と制作上のチェックポイントを
整理しました。


